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　はじめに

アジ科イトヒキアジ属 Alectisは世界に 3種が
知られ（Smith-Vaniz, 1999; Lin and Shao, 1999; Smith-

Vaniz, 2016），日本近海からはそのうちイトヒキア
ジ Alectis ciliaris (Bloch, 1787)とウマヅラアジ Ale-

ctis indica (Rüppell, 1830)の 2種が知られる．その
うち，イトヒキアジは日本産アジ科魚類の中でも
最も広域に分布する種とされ（武内，2014），鹿
児島県において本土，薩南諸島を問わず県内各地
から記録されており（今井・中原，1964, 1969；
財団法人鹿児島市水族館公社，2008; Motomura et 

al., 2010；瀬能，2013；武内，2014；鏑木，2016; 

Motomura and Harazaki, 2017；畑，2017；公益財
団法人鹿児島市水族館公社，2018; Nakae et al., 

2018；木村，2018），一部地域では食用魚として
重要である（畑，2018a）．一方，ウマヅラアジは
日本国内において極めて稀な魚とみられ，薩南諸
島においても標本に基づく記録は鏑木（2016）が
種子島から得られたものを報告したものに限られ
る．奄美群島における魚類相調査の過程で，奄美
大島近海から 1個体のウマヅラアジが採集され
た．本標本は奄美大島における本種の標本に基づ
く初めての記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Hubbs and Lagler (1947)にし
たがった．稜鱗の計数に関しては，Smith-Vaniz 

and Carpenter (2007)にしたがった．標準体長は体
長と表記し，体各部の計測はノギスを用いて 0.1 

mmまでおこなった．ウマヅラアジの生鮮時の体
色の記載は，固定前に撮影された奄美大島産標本
（KAUM–I. 114375）のカラー写真に基づく．標本
の作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）
に準拠した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学
総合研究博物館に保管されており，上記の生鮮時
の写真は同館のデータベースに登録されている．
本報告中で用いられている研究機関略号は以下の
通り：KAUM（鹿児島大学総合研究博物館）；
MUFS（宮崎大学農学部海洋生物環境学科）．

　結果と考察

Alectis indica (Rüppell, 1830)

ウマヅラアジ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 114375，体長 659.0 mm，鹿児
島県奄美大島近海（名瀬漁港で購入），2018年 3

月 17日，前川隆則．
記載　背鰭鰭条数 II, 20；臀鰭鰭条数 I, 17；胸

鰭軟条数 19；鰓耙数 8 + 24 = 32；側線直走部に
おける稜鱗数 8．
体各部の体長に対する割合（%）：頭長 26.5；

吻長 12.8；眼窩径 5.4；眼径 4.6；瞳孔径 2.3；眼
隔域幅 5.9；最大体高 46.7；胸鰭前長 26.0；腹鰭
前長 22.9；吻端から第 2背鰭起部までの距離
52.1；臀鰭前長 45.9；第 2背鰭起部から臀鰭まで
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の距離 47.0；第 2背鰭起部から胸鰭基底上端まで
の距離 31.0；胸鰭基底上端から腹鰭基底前端まで
の距離 16.1；胸鰭基底上端から臀鰭起部 28.1；腹
鰭基底前端から臀鰭起部までの距離 23.1；尾柄長
15.3；尾柄高 4.0；上顎長 8.7；下顎長 10.0；胸鰭
長 34.4；腹鰭長 14.2；腹鰭棘長 13.7；第 2背鰭基
底長 50.7；臀鰭基底長 45.6；眼後長 11.6．
体は強く側扁する．体背縁は吻端から眼の上

方まで急峻にせり上がり，そこから第 2背鰭起部
にかけては緩やかに上昇する．眼の前方の頭部前
縁はやや凹む．第 2背鰭基底部おける体背縁は緩
やかに下降し，尾柄部は体背縁，体腹縁ともに直
線状を呈し，体軸とほぼ平行．体腹縁は下顎先端
から腹鰭起部にかけて緩やかに下降し，そこから
臀鰭起部にかけてはそれ以前よりも急に下降す
る．臀鰭基底部の体腹縁は緩やかに上昇する．腹
鰭起部は鰓蓋後端よりも前方，腹鰭基底後端は鰓
蓋後端よりもわずかに後方にそれぞれ位置する．
たたんだ腹鰭の後端は第 2背鰭起部直下に達しな
い．腹鰭前縁は緩やかに弧を描いて後方に向かう．
腹鰭後縁は湾入する．胸鰭基底上端は腹鰭基底後
端直上，眼の下端よりも下方に，胸鰭基底下端は

腹鰭基底後端よりも後方，吻端よりも上方にそれ
ぞれ位置する．胸鰭は鎌状を呈し，上縁は上方に
凸の緩やかな放物線を描く．下縁は前部で緩やか
に下方に膨出し，後部で強く上方に湾入する．胸
鰭後端は尖り，背鰭第 11軟条起部直下に達する．
第 1背鰭は完全に皮下に埋没し，外見からは観察
できない．第 2背鰭起部は臀鰭起部よりも前方，
背鰭基底後端は臀鰭基底後端直上にそれぞれ位置
する．第 2背鰭は鎌状を呈し，背縁は起部から第
1軟条後端にかけて上昇し，そこから下方に深く
湾入する．臀鰭起部は第 2背鰭第 2軟条起部直下
に位置する．臀鰭は鎌状を呈し，臀鰭下縁は深く
湾入する．臀鰭前方の遊離棘は皮下に埋没し，外
見からは観察できない．第 2背鰭と臀鰭の後方に
は小離鰭がない．尾鰭は二叉型を呈し，深く湾入
する．尾鰭両葉の後端はともに尖る．尾鰭両葉の
前縁と後縁はいずれも直線状．肛門は前後方向に
長い楕円形を呈し，左右の腹鰭間に位置する．眼
と瞳孔はともに正円形．脂瞼は薄く，眼の後部を
被うのみ．鼻孔は 2対で前鼻孔と後鼻孔は互いに
近接し，眼の前縁前方に位置する．前鼻孔および
後鼻孔はともに背腹方向に長い楕円形．下顎先端

Fig. 1. Fresh specimen of Alectis indica from Amami-oshima island, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 114375, 659.0 mm standard 
length).
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は上顎先端より僅かに突出する．上顎後端は眼の
先端直下よりもわずかに前方に位置する．主上顎
骨後縁は丸みを帯び，後方に膨出する．両顎と舌
上には小円錐歯が密生し，歯帯を形成する．前鰓
蓋骨と鰓蓋骨後縁はともに円滑．体は細かな円鱗
に被われる．体側鱗のほとんどは皮下に埋没する．
胸鰭基底上端から臀鰭起部にかけての胸部，鰓蓋
上方から第 2背鰭起部にかけての体側上部，およ
び頭部は無鱗．側線は鰓蓋後方から始まり，第 2

背鰭起部直下にかけて体背縁と平行に上昇し，そ
こから波打ちながら緩やかに下降し，背鰭第 8軟
条起部直下で急に下降する．側線はそこから直線
状となり，体軸とほぼ平行に尾鰭基底に至る．尾
柄部の側線鱗は隆起し，固く，鋭く尖り，稜鱗と
なる．尾鰭基底部に上下で 1対の隆起線がある．
肩帯後縁は突起がなく，滑らか．鰓耙は細長く，
棒状．擬鰓上にはフィラメント状の鰓弁がある．

色彩　生鮮時の色彩―体は一様に銀白色を呈
し，体側上部はわずかに青みがかる．頭の上部は
黄緑色を帯びる．体側上部には，瞳孔よりも小さ
い黄緑色小斑点が不規則に散在する．第 2背鰭の
各鰭条は灰色を呈し，各鰭条間の鰭膜は鶯色．腹
鰭と胸鰭は黄緑がかった灰色．臀鰭は白色半透明．
尾鰭は暗褐色を呈し，上葉は下葉と比べて黒みが
かる．鰓蓋後部に背腹方向に長い黒色斑がある．
虹彩は金色，瞳孔は黒色をそれぞれ呈する．

分布　アフリカ東岸からオーストラリア，南
日本にかけてのインド・西太平洋に広く分布する
（Gushiken, 1983; Gunn, 1990; Smith-Vaniz, 1999; Lin 

and Shao, 1999; Kimura, 2011, 2013, 2017； 瀬 能，
2013）．日本国内においては島根県中海，山口県
日本海沿岸，宮崎県延岡市，鹿児島県内之浦湾，
笠沙，大隅諸島種子島，奄美大島，および沖縄島
から記録されている（佐々木，2006；瀬能，
2013；鏑木，2016；畑，2018b；公益財団法人鹿
児島市水族館公社，2018；本研究）．

備考　奄美大島産の標本は，臀鰭軟条数が 17

であること，顕著な腹鰭を有すること，側線後部
にのみ，鋭く尖った稜鱗を有すること，体側鱗が
極めて小さく，皮下にほとんど埋没すること，両
顎に絨毛状歯が密生し，歯帯を形成すること，第

1背鰭と臀鰭前方の遊離棘がいずれも皮下に埋没
し，外部からは目視できないことなどが，
Gushiken (1983)，Gunn (1990)，Smith-Vaniz (1999)，
および Lin and Shao (1999)によって定義された
Alectis属に同定された．さらに，頭部前縁が凹む
こと，鰓耙数が 8 + 24 = 32 であることが，
Gushiken (1983)，Gunn (1990)，Smith-Vaniz (1999)，
Lin and Shao (1999)，および瀬能（2013）によっ
て報告された A. indicaの標徴とよく一致したた
め，本種に同定された．
ウマヅラアジはインド・太平洋産種としては

唯一の同属種であるイトヒキアジ（Fig. 2）とは
頭部前縁の形状（イトヒキアジでは凸出する），
鰓耙数が 7–11 + 21–26（4–6 + 12–17）であること
などにより，容易に識別される（Gushiken, 1983; 

Smith-Vaniz, 1999; Lin and Shao, 1999；瀬能，2013）．
本種を日本から初めて報告したのは Suzuki 

(1962)である．彼は山口県日本海沿岸から得られ，
下関魚市場に水揚げされた体長 154.0 mmの 1個
体を Alectis major (Cuvier, 1833)として報告した．
現在，A. majorは A. indicaの新参異名とされてい
る（Gushiken, 1983）．その後，具志堅（1972）は
沖縄県から得られたウマヅラアジ 1個体を A. 

majorとして報告した．Gushiken (1983)は沖縄島
知念に水揚げされた体長 135, 190 mmのウマヅラ
アジ 2個体を報告し，Iwatsuki et al. (1992)は宮崎

Fig. 2. Fresh specimen of Alectis ciliaris from Uhinoura Bay, 
Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 102452, 439.0 mm 
standard length).
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県延岡市赤水沖から得られた本種 1個体（MUFS 

8834，体長 104.2 mm）を報告した．佐々木（2006）
は島根県松江市美保関町下宇部尾（中海）から小
型定置網によって漁獲された体長約 15 cmのウマ
ヅラアジ 1個体を報告した．これが本種の分布記
録の北限と思われる．三浦（2012）は沖縄島中城
湾において，ウマヅラアジが定置網や刺網によっ
て幼魚から成魚まで頻繁に漁獲され，「ひらそー
じ」と称されることを報告した．鏑木（2016）は
種子島東岸に位置する増田向井漁港から 2014年
8月 30日に釣りによって得られたウマヅラアジ 1

個体（KAUM–I. 66403）を報告した．公益財団法
人鹿児島市水族館公社（2018）は鹿児島県薩摩半
島西岸に位置する笠沙町，鹿児島湾南部，大隅半
島東岸に位置する内之浦湾から得られたウマヅラ
アジを報告したが，これらの標本はいずれも残さ
れていない．畑（2018b）は内之浦湾から得られ
たウマヅラアジ 1個体（KAUM–I. 110099，体長
390.5 mm）を報告した．奄美群島におけるウマ
ヅラアジの記録は，藤山（2004）が奄美大島近海
において釣獲された個体の写真を示したものに限
られ，この個体の標本は残されていない（Nakae 

et al., 2018）．したがって，本研究の記載標本は奄
美群島におけるウマヅラアジの標本に基づく初め
ての記録となる．

比較標本　イトヒキアジ A. ciliaris: KAUM–I. 

102452，体長 439.0 mm，鹿児島県肝付町内之浦
湾（鹿児島市中央卸売市場で購入），2017年 10

月 24日，定置網，畑　晴陵．
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